
 

　無水利地域へ耐震性貯水槽を設置したことで、地域住民の安全・安心生活の確保と消防施設の充実、
強化が図られた。

桃生町神取字山下43番地1地内

予算の執行状況
予算額

57,939,720

決算額の財源内訳

決算額

47,196,800 3,788,800

その他

（単位：円）

成果に係る評価

　火災等の災害から住民の生命と財産を保護するため、無水利地区への水利確保は必要であり、耐震性
貯水槽の整備を継続していく必要性がある。

一般財源

27,700,000

地方債国(県)支出金

15,708,000

　災害発生時における無水利地域の水利確保のため、耐震性貯水槽を整備することにより、地域住民の
安全・安心生活の確保と災害対策のさらなる充実を図る。

目的及び事業内容

4基 4基 100%Ｈ23

1基 40m3

1基 40m3

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

耐震性貯水槽整備事業

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

事業コード

1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )
予
算
科
目

3 目

9 款

消防・救急救助を充実
する

大森字内田1番地33地先

消防費

消防費

　火災時の重要施設である消防水利の充実強化として、耐震性に優れた貯水槽を更新計画に基づき、下
記のとおり整備した。

1基 40m3

北上町十三浜字吉浜265番地2地先

成田字一本杉14番地2地先 1基 40m3

Ｈ25

設置箇所 設置基数 容量

004-006-002-00629 事　業　名

(  )

予算

(  )( 2 )

復
興
計
画

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ77 中　事　業

第 4 章

第 6 節

消防施設関係費

6基 150%

桃生町太田字拾貫弐番71番地2地先 1基 40m3

雄勝町雄勝字原39番地地先 1基 40m3

0%Ｈ24 0基4基

　平成24年度において、年度内に工事が完了できなかった4基を繰越し平成25年度に4基を整備した。
  また、平成25年度において新たに2基を整備したが、年度内に工事が完了できなかった2基について
は、平成26年度に繰り越した。

Ｈ24繰越

Ｈ24繰越

Ｈ24繰越

Ｈ24繰越

Ｈ25現年

Ｈ25現年

4基
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款 消防費
総
合
計
画

第 4 章

3 目 ( 2 )

(  )

軽量鉄骨平屋建

消防施設費

石巻市消防団桃生地区団第1分団第1部城内班 桃生町城内字舘下113番地5地内

石巻市消防団河北地区団第3分団二俣中央班

ポンプ置場名称

消防・救急救助を充実
する

(  )

1 項 消防費 第 6 節
日常の身近な安全性を
高める

3棟 1棟 33%

目的及び事業内容

　消防団の活動拠点として、消防団ポンプ置場を整備し、地区住民の安全で安心して生活できる環境の
確保を図る。

実施計画
掲載ページ

Ｐ76 中　事　業 消防施設関係費

事業コード 004-006-002-00627 事　業　名 消防団ポンプ置場整備事業〔元気交付金〕

復
興
計
画

安心して健やかに暮ら
せるまち

(  )
予
算
科
目

9

36,781,500

木造平屋建

軽量鉄骨平屋建

成　　　　果

成果に係る評価

　地域住民の安全で安心して生活できる環境の確保のため、ポンプ置場を計画的に整備していく必要が
ある。

区分
成果指標

達成率等

取　組　実　績

その他
予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 一般財源

55,403,900

　平成25年度において2棟の新築を予定したうち、1棟は年度内に完成したが、残り1棟は平成26年度に
繰越した。
　なお、平成25年度実績等にある3棟については、平成24年度より繰り越した2棟が含まれている。

Ｈ25 2棟 3棟 150%

7,444,000 27,800,000 1,537,500

地方債

Ｈ24

　既存の消防団ポンプ置場の老朽化に伴い、更新計画に基づき消防団ポンプ置場を新築した。

　消防団ポンプ置場を新築することにより、地域の消防力の強化及び地区住民の安全で安心して生活で
きる環境の確保が図られた。

7棟 100%

目標値

建築場所

大森字内田1番地123地内

北上町橋浦字西山2番地地内石巻市消防団北上地区団第1分団本地班

Ｈ23 7棟

実績等

※城内班、二俣中央班は平成24年度から平成25年度に繰り越し整備した。本地班は平成25年度予
算において整備した。

事業内容
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Ｈ25 7台 7台 100%

Ｈ23 7台 7台 100%

Ｈ24 8台 8台 100%

区分
目標値 実績等

成果指標
達成率等

石巻市消防団雄勝地区団第1分団第2部味噌作班

石巻市消防団牡鹿消防団第10分団給分班小型動力ポンプ 1台

46,819,500 15,606,000 29,600,000 1,613,500

1台 石巻市消防団河南地区団第2分団第2部和渕班

石巻市消防団石巻地区団第6分団第2部真野西班

石巻市消防団河北地区団第3分団二俣中央班

石巻市消防団北上地区団第1分団本地班

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他

48,000,000

一般財源

目的及び事業内容

　消防車両を整備することにより、消防設備の充実と地域消防力の向上を推進し、地域住民が安全で安
して生活出来る環境の確保を図る。

取　組　実　績

成　　　　果

成果に係る評価

　火災等の災害から地域住民の生命と財産を保護し、安全で安心して生活できる環境の確保のため、非
常備消防車両の更新整備は、計画的かつ継続的に行う必要がある。

車　 種 台　数 配 置 場 所

実施計画
掲載ページ

Ｐ150 中　事　業 消防自動車関係費

事業コード 002-402-002-00405 事　業　名 非常備消防車両整備事業

各種公共施設の復旧と
復興

1 項 消防費 第  節 ( 4 )

( 2 )
市民の不安を解消し、これま
での暮らしを取り戻す

( 2 )
消防施設等の復旧・再
編

復
興
計
画

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

3 目 消防施設費 (  )

小型動力ポンプ付積載車 4台

小型動力ポンプ付軽積載車 1台

　消防車両更新計画に基づき、消防ポンプ自動車1台、小型動力ポンプ付積載車4台、小型動力ポンプ付
軽積載車1台、小型動力ポンプ1台、計7台を整備した。

　非常備消防車両等を整備したことにより消防設備の充実と地域消防力の向上が推進され、地域住民が
安全で安心して生活できる環境の確保が図られた。

　

石巻市消防団牡鹿地区団第5分団小網倉班

消防ポンプ自動車
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予算の執行状況
予算額

713,975,000

決算額の財源内訳

決算額

519,596,616 343,443,616

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　東日本大震災を教訓として、災害関連情報を一元的に管理し、情報の共有化を図るための機能や、防
災等市民に提供すべき情報を、多様なメディアに一括配信する機能を有する情報環境を構築する。ま
た、公衆通信網の状況に影響されない災害関連情報の取得及び配信を可能とする災害に強い重層的な無
線ネットワークを構築する。目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　災害発生時に的確な災害対応を行うため、市職員のシステム操作の習熟を図るとともに、住民への情
報収集方法の周知を図り、使いやすいシステムを目指すため、その手法についての検討をしていく必要
がある。

1　アプリケーション構築事業
　(1)　石巻市で収集した情報を、住民や他地域からの就労者、観光客等に配信する機能
　　　・各種被害情報、避難者情報等
　(2)　直近の避難所情報を配信する機能
　　　・住民の情報入手方法は、個人所有のＰＣ、携帯電話、スマートフォン、タブレット端末の他、
　　　高齢者等には避難所等に設置するデジタルサイネージで情報入手が可能
　(3)　災害発生時に職員の携帯電話へ参集指示を配信するとともに、安否状況を確認し、本市の災害
　　　対応体制構築の迅速化が図られる機能
　(4)　職員の携帯電話からの近隣施設等の被害情報提供を集約する機能
　(5)　避難所における避難者情報等をタブレットにより入力し、送信集約する機能
　(6)　本庁・総合支所間の被害情報を送受信、集約する機能
　(7)　上記全てのシステムを一元管理し、災対各部の連携と情報の共有化を図る機能
　(8)　各種災害対応を分類毎に自動整理し、進行管理を災対部全体で確認する機能
2　ネットワーク構築事業
　　電気通信事業者回線（携帯電話回線含む。）、防災行政無線等、公衆回線網が遮断されても確実に
　「つながる」重層的なネットワークとして構築する機能
　　アクセスポイントは情報集約・配信機能を確保するため、総合支所等の公共施設や避難所等に設置

予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

(  )

地方債国(県)支出金

176,153,000

地域防災力向上対策費

一般財源

　災害に強い情報連携システム構築事業の実施により、災害発生時における全市的な被害状況や避難者
情報を迅速に把握し、住民避難情報、食料・物資情報、施設被害状況、交通情報等々の災害関連情報を
一元的に管理・配信することにより、的確な災害対応を可能とするとともに、早期の住民安否確認や避
難所運営を行うことが図られる。
　また、無線ＬＡＮ技術を用いた災害に強い通信網を構築し、被災者に対して円滑な情報の提供を行う
ことが図られる。

中　事　業

事　業　名 災害に強い情報連携システム構築事業〔元気交付金〕

第  節

(  )

第  章
復
興
計
画

(  )

(  )
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自主防災組織の組織率

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

6 目 東日本大震災関係費 (  )

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

( 2 ) 情報伝達手段の整備

復
興
計
画

1 項 消防費 第  節 ( 1 ) 新たな防災体制の構築

8件

実施計画
掲載ページ

Ｐ119 中　事　業 地域防災力向上対策費

事業コード 001-103-003-00296 事　業　名 自主防災組織機能強化事業〔復興基金〕

防災倉庫設置費補助金

食糧備蓄購入費補助金

実績等

4,740,000円

目的及び事業内容

　地域における防災力の向上及び防災意識の醸成を図り、自主防災組織のさらなる機能強化を促進する
ため、自主防災組織に対し、防災資機材の購入費、防災倉庫設置購入費、食糧備蓄購入費、防災訓練費
の補助を行うもの。

取　組　実　績

補助実績

申請件数

15件

70件

防災訓練費補助金

合計

70.0% 70.9%

　
　延べ70組織の自主防災組織に対して補助金を交付し、組織の機能強化、地域の防災力の向上に寄与す
ることができた。

209組織
成　　　　果

区分
成果指標

達成率 組織数
目標値

101.3%

　
※　なお、震災に伴う被害などにより、実質的な活動ができない組織も考えられることから、
　　全自主防災組織を対象に組織の実態調査をし、現況の把握を行った。

Ｈ24

Ｈ25 72.0% 71.4% 99.2% 216組織

成果に係る評価

　自主防災組織自体の組織率の向上を図るために、引き続き事業の継続を行うことが必要である。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

10,000,000 4,740,000 4,740,000

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

補助金額

1,684,000円

1,859,000円

427,000円

770,000円

　「石巻市自主防災組織機能強化補助金交付要綱」に基づき、自主防災組織が行う資機材購入費、防災
訓練費、防災倉庫設置費、食糧備蓄購入費に対して補助を行った。

補助金種別

45件

2件

防災資機材購入費補助金
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年次計画に基づく非常用食糧の配備

（単位：円）

　今後も、避難所開設時における初期運営の円滑化と長期化した際の避難生活の安定を図るため、各避
難所等に非常用食糧や非常用飲料水、その他必要な物資を配備することが必要であるので、事業を継続
していく必要がある。

1,800リットル

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

6 (  )

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

( 1 ) 新たな防災体制の構築項 消防費 第  節

実施計画
掲載ページ

Ｐ117 中　事　業 地域防災力向上対策費

( 1 )

1

事業コード 001-101-002-00284 事　業　名 災害用備蓄配備事業〔復興基金〕

復
興
計
画

目的及び事業内容

　避難所開設時における初期運営の円滑化と避難生活の安定を図るため、石巻市災害時備蓄計画に基づ
き、災害用備蓄を計画的に配備するもの。

防災施設の整備目 東日本大震災関係費

取　組　実　績

成　　　　果

成果に係る評価

Ｈ24 12,500食

非常用飲料水

簡易担架

粉ミルク、哺乳瓶

非常用食糧

予算の執行状況
決算額

国(県)支出金 その他 一般財源

10,861,599

予算額

決算額の財源内訳

18,561,515

地方債

10,861,599

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

12,500食 100%

Ｈ25 12,500食 12,500食 100%

非常用飲料水

非常用毛布

非常用食糧

指定避難所等に配備した主な物資及び数量

　石巻市災害時備蓄計画に基づき、非常用食糧及び非常用飲料水を指定避難所等21箇所へ配備した。
　また、指定避難所等へ救急セットを、本庁、各総合支所に粉ミルク、哺乳瓶を配備した。
　さらに、孤立する可能性がある地区や津波避難ビル用として、年次計画とは別に非常用食糧・飲料水
を追加購入し、配備を行った。

救急セット 120セット

12,500食

12,000リットル

　石巻市災害時備蓄計画に基づき災害用備蓄用品を配備することにより、災害時に各家庭から非常用持
出品を持参できなかった避難者に対し備蓄品を支給できるようになり、避難所開設時における初期運営
の円滑化と長期化した際の避難生活の安定が図られた。

備考

年次計画に基づき配備

津波避難ビル等に配備

備蓄物品 数量

10個

2,000枚

900食

500箱、500本
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避難ビル指定数

（単位：円）

宮城エキスプレス株式会社　　補助金額：10,000,000円

第6号　社会福祉法人石巻祥心会フェイシス　湊字鳥井崎1番地8    平成25年11月29日協定締結

第5号　日野測量設計株式会社　門脇字浦屋敷130番地9   　　　　 平成25年10月15日協定締結

東海カーボン株式会社　　補助金額：10,000,000円

社会福祉法人石巻祥心会フェイシス　　補助金額：10,000,000円

地方債 その他 一般財源

4件 80%

50,000,000 30,000,000 24,000,000 6,000,000

成果に係る評価

　今後も、沿岸部において避難ビルの整備を推進し、民間事業所と随時協定を締結することにより津波
発生時における迅速な避難を図る必要がある。
　また、津波避難ビルの指定が困難な地区を見定め、順次避難タワーを整備し災害に強い街づくりを目
指していくことが必要である。

予算の執行状況
予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金

成　　　　果

　津波避難ビルの指定により、沿岸部における市民の不安の解消の一助となった。
　また、民間事業者が今後整備する施設について、防災機能の強化促進が図られた。

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

Ｈ25 5件

目的及び事業内容

　津波から市民の安全を確保するため、民間事業者等が設置、建設する津波避難場所に対し、市と管理
協定の締結を行い津波避難ビルとして指定するとともに、石巻市津波避難場所整備事業補助金として補
助金を交付し、津波避難場所の整備促進を図るもの。

取　組　実　績

　津波避難ビルとして、第３号から第６号までの指定を行った。
　また、3件の津波避難場所整備事業補助金の交付を行った。

津波避難ビルの指定

第3号　宮城エキスプレス株式会社　魚町二丁目1番地2    　　　　平成25年5月13日協定締結

第4号　東海カーボン株式会社　重吉町1番地10　　　　　　　　 　平成25年6月27日協定締結

石巻市津波避難場所整備事業補助金

実施計画
掲載ページ

Ｐ117 中　事　業 地域防災力向上対策費

事業コード 001-101-003-00286 事　業　名 避難ビル整備事業〔復興交付金〕

復
興
計
画

1 項 消防費 第  節 ( 1 ) 新たな防災体制の構築

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

( 1 ) 防災施設の整備

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

6 目 東日本大震災関係費 (  )
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